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　Simian Retrovirus Type D（SRV/D）がマカク属サル類に感染すると，さまざまな症状を示すため，サル
を繁殖・育成する施設では SRV/D感染サルの排除が必要である。筑波霊長類医科学研究センターで飼育さ
れているカニクイザルについても，抗体検査から SRV/Dに感染したサルの存在が示唆されていたが，その
感染状況は明らかではなかった。
　本研究では，筑波霊長類医科学研究センターで飼育されているカニクイザルから SRV/Dの分離・同定と
その感染状況の解析を試みている。その結果，筑波霊長類医科学研究センターで飼育されているカニクイザ
ルから分離された SRV/Dは新型の SRV/D（SRV/D-T）であることを発見した。また，SRV/D-Tに特異的
かつ高感度なウイルス診断法の開発を行い，筑波霊長類医科学研究センターにおける SRV/Dの感染状況の
調査を行った。その結果，筑波霊長類医科学研究センターでは SRV/D-Tだけ感染が広がっていることを明
確にしており，サルのレトロウイルスに関する新しい知見を提供した。
　新型の SRV/D（SRV/D-T）を発見し，ウイルス診断法の開発と SRV/Dの感染状況を明らかにした点は十
分に評価できる。しかし，感染経路やその予防方法などに関する知見に乏しく，今後に残された課題も少な
からずある。総合的には，研究自体は十分な信頼性を有しており，当該研究分野の発展に貢献したと判断で
きる。
　よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
